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ビジネスコミュニケーションソフトの選定の次に着手したのが勤怠管理システムの導入です。遠隔でもスマホを
使って出退勤管理ができることなど当社が求めていることなどを踏まえ、導入候補のソフトをいくつか選んでも
らいました。また、デモ版の試用にも立ち会ってもらい、使いやすさ、見やすさを重視して最終的に一つに絞り
込み、実際の契約の交渉にも同席してもらいました。また、その間に社内のネットワークシステムが停止する事
象が発生しました。当社のネットワークは何度も継ぎ足してきたので複雑化していますが、その原因の特定と改
善策の検討をサポートして頂き、現在新たなネットワークの構築についても検討を進めています。

各種ソフトの導入、IT インフラの整備が順調に進展

社内にDX推進の機運を醸成（各種ソフトの
選定からシステムの導入まで頼れる相談役） 大阪府
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ガス導管・内管工事 / ガス機器・住宅設備
機器・業務用空調機販売 / 土木・設備工事

企業様には取り組みたいと考えていることについて
丁寧にリサーチを行うとともに難しい言葉を理解い
ただけるようにわかりやすい説明を心がけ、企業様
に合った IT を提供しております。今回、ビジネスコ
ミュニケーションソフトや勤怠管理ソフトの導入に
当たって、改めてコミュニケーション手段や働き方
改革には各会社に合ったシステムの選定、運用が必
要だと気付きました。共に寄り添いながら目的に向
かって協業させていただけたことに何よりもやりが
いを感じました。

現場作業が多く社員が会社に集まることが少ないた
め、社内情報の迅速な伝達や社員同士のコミュニ
ケーションが取りにくかったのですが、新たなコ
ミュニケーションソフト導入により、チャットでの
連絡やテレビ会議も簡単にできるようになり、徐々
にコミュニケーションが活発になっています。また、
社内に D Ｘ推進のテーマごとに部署横断でプロジェ
クトメンバーを構成し議論することで、社員の I Ｔ
リテラシーが向上しつつあります。

高橋氏とは当初３カ月契約で業務委託契約をし、
ビジネスコミュニケーションソフトの選定を行い
ました。その後、社内で DX 推進の強化を決定しプ
ロジェクトを立上げ、高橋氏のサポートを受けな
がら IT 化による業務改革を図っています。今後は、
総務、経理などの管理部門だけでなく、営業や工
事などの現場における管理ソフトの導入を進めて
いきたいと考えています。そのためには、現場の
社員から、こんな問題を抱えている、こういう状
況を変えたい、という現場が抱えている課題を抽
出し、意見が出やすい風土、仕組みづくりととも
にさらに DX 化の推進に取り組んでいきたいです。

大手 IT サービス企業で勤務後、独立。22 年
に会社を設立、IT コンサルティングに携わる
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2000 年代初頭にビジネスソリューションソフトを導入し社員間のスケジュール共有を行ってきたほか、得意先
のガス会社から提供されたシステム導入など一定の IT 化は進めてきましたが、受動的に使うレベルにとどまっ
ていました。2021 年 5 月に全社員にスマホを配布。このタイミングを、能動的に DX を進めていく好機ととらえ、
まずはビジネスコミュニケーションツールの導入を進めました。ただ、社内にはデジタルに長けた社員がおらず、
どのソフトを選べばよいのかという入口の段階でつまずいてしまいました。このままではいつまで経っても DX
は前に進まないと考え、会社の現状を踏まえ、どのようなソフトを導入すべきかアドバイスが得られる専門人材
にかかわってもらう必要性を感じていました。

いつまで経っても DX の取り組みが前に進まなかった

DX 人材マッチングでは 3 人の専門家と面談しましたが、初心者でもわかりやすい言葉を使って説明してく
れることに加え、いざというときには来社も可能な点を考慮し、同じ大阪拠点の専門家を選びました。ビジ
ネスコミュニケーションソフトの選定にあたっては、当社が DX を推進する前にどのような課題を解決した
いのか、その中でも何から先に着手したいのかという優先順位をヒアリングした上で、当社がすでに導入し
ている他のシステムとの相性も踏まえて、最適なソフトを提案してくれました。新たに導入したソフトは社
員間の情報伝達・共有、コミュニケーションの円滑化、テレビ会議の活用などの点で優れており、その使い
方についても社内教育を行ったり、アドバイスを受けながら円滑な導入へつなげています。

DX を円滑に進めるためのトータルコーディネート

辻 哲男 氏

泉鋼管工事株式会社52 大阪府


